
 

 

＜研究課題名＞                                                                    

3 次元顔認証システムを応用した顔面神経麻痺の客観的評価方法の検討 

＜概要＞                                                                            

Bell麻痺に代表される顔面神経麻痺疾患において予後予測、治療効果判定のために様々な

評価方法が提唱されています。我が国では主に柳原法やHouse-Brackmannといった主観

的評価法が用いられていますが、いずれも工夫はされているものの検者間による差異が生

じる可能性を内包しており、また、微妙な変化を検出することが困難です。また、客観的

な評価方法として画像解析による評価法も報告されているものの装置やコストなどの問題

から現実的には臨床応用は難しいのが現状です。そこで当科では顔面神経麻痺に対する客

観的かつ簡便な評価方法を確立するために、Apple社の3次元顔認証システムを用いてアプ

リ開発を行いました。本研究の目的は3次元顔認証システムを応用した顔面神経麻痺の評

価方法の作成と、その信頼性及び妥当性の検証であります。本研究を行うことにより、将

来的に顔面神経麻痺の視診所見を客観的に簡便に評価することが可能となり、治療方針の

検討に活かすことできると考えています。 

研究方法 

当院に顔面神経麻痺として外来受診された患者さんのうち、耳鼻咽喉科医師によって片側

性顔面神経麻痺と診断された方を対象とします。片側性顔面神経麻痺と診断された際は通

常顔面運動の評価のために医師が視診で運動の程度を評価する主観的評価法（当院では

May のスコア法を使用）に加えて、筋電図検査・採血・聴力検査・耳小骨筋反射検査をおこ

ないます。これに加えて iPhone のカメラに向かって 10-20 秒程度顔を動かしてもらうこ

とで顔面の立体的な座標情報の変化量を検証します。 

＜研究対象の方への影響・個人情報の管理＞                       



 

 

この研究の対象となる患者さんへの直接的な影響はありません。個人情報は天理よろづ相

談所病院の倫理委員会において認められた形式（カルテの項目、検査結果から作成したデー

タファイルには氏名などは記載せずに匿名化番号をつけ、情報が外部に出ないように対応

表はデータとは別に作成する）で管理し、研究結果の発表の際に個々の患者さんの情報が公

開されることはありません。データの取り扱いは研究者および研究協力医師に限定されま

す。 

＜研究対象の方への説明＞                                

研究計画書および研究の方法に関する資料の入手閲覧を希望される方は下記連絡先にご連

絡いただければ、他の研究対象者等の個人情報および知的財産の保護等に支障がない範囲

で提供いたします。対象からの除外を希望される場合は、下記の連絡先にご連絡をお願いい

たします。 

＜研究代表者＞ 

公益財団法人 天理よろづ相談所病院 耳鼻咽喉科 児嶋 剛 
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